
第３０１回 令和８年１０月２日（金） 

「歴史の学び方」 

 

  １２２１年に承久の乱がおきました。これは朝廷の後鳥羽上皇が東国の鎌倉幕府に反乱を起こ

して敗れ、隠岐の島に流罪となった事件です。 

 

  普通に知識だけで説明すればこれだけの事件です。それほど大きな事件だと思わないかもしれ

ません。しかし歴史というのは選択肢の連続です。その当時生きていた人の思いを感じることで

大きな学びにつながっていきます。 

 

  日本では天皇が万世一系の神として古代から君臨していました。平安時代に権力を握った藤原

氏も天皇と姻戚関係を結ぶことで自分たちの権力を肯定しました。 

  一方の武士は武力を中心とした新興勢力です。鎌倉幕府と言えば一大政治機関が鎌倉にできた

ような印象を持ちますが、幕府と呼ばれたのは後世になってからです。 

 

  当時日本の中心は京都ですから、関東は未開の地です。まして鎌倉など見たことのある人も少

なかったと思います。テレビも新聞もない時代ですから、武士のことも伝聞の知識しかなかった

はずです。 

 

  さらに鎌倉幕府は初代の頼朝が、落馬が原因で死亡。２代目頼家や３代目実朝も不遇の死を遂

げます。頼朝の妻北条政子が実際の権力を握っていたとはいえ、普通で考えれば滅亡寸前と思わ

れてもおかしくないでしょう。 

 

  神様と政情不安に武士勢力が戦ったのですが、みなさんが当時に生きていたらどちらに味方し

ますか？それが歴史を考えるうえで参考になります。幕府に味方したのは北条を中心とした武士

勢力です。 

  ポイントは朝廷の政治が続いても自分たちは表舞台に立てない人間たちが、命をかけて勝負に

出ているということです。何しろ神に弓を弾くのですから、相当の覚悟が必要だったはずです。 

 

  歴史が変わるというのはこういうことです。現代においても生活が苦しく、このままでは一生

浮かび上がれない勢力が立ち上がった時におおきな波がおきます。 

 

  だからこそ、いま不利益を被っているのは誰なのかを考えなくてはいけない。そのような人々

が十分な生活ができているか考える必要があるのです。 

  いま世界は大きな格差や分断が課題になっています。その解決に目を向けず、見ないようにす

ることで問題は大きくなっていきます。そしていつか暴発することは歴史が証明しています。歴

史を学ぶことで未来の課題を考えることができます。 


